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日
本
経
済

未
踏
域
へ

東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
地
支
援
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
…
現
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
イ
ベ
ン
ト

を
展
開
し
た
校
友
の
み
な
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

さ
い
た
ま
市
の
福
地
康
洋

さ
ん
（
平
１３
文
）
は
、
石
巻

専
修
大
学
内
の
避
難
所
に
た

く
さ
ん
の
花
を
届
け
、
被
災

者
を
激
励
し
た
。

伝
言
板
「
お
願
い
タ
イ
ガ

ー
災
害
版
」
の
「
泥
と
被
災

ゴ
ミ
の
石
巻
に
、
花
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
被
災
直
後
は

命
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
精
い
っ

ぱ
い
で
し
た
が
、
４
月
に
入

り
精
神
面
や
心
の
ケ
ア
が
大

切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
族

や
家
を
失
っ
た
人
々
、
行
方

不
明
の
肉
親
を
捜
す
人
々
。

慣
れ
な
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
人
々
が
、
花
に
よ
っ

て
癒
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
」

の
書
き
込
み
を
見
た
福
地
さ

ん
。
４
月
２３
日
、
花
を
卸
す

仕
事
を
し
て
い
る
友
人
の
井

上
健
史
さ
ん
ら
８
人
で
石
巻

市
を
訪
れ
た
。

「
伝
言
板
の
主
」
宅
で
３

０
０
本
の
花
束
を
作
り
、
花

瓶
に
挿
し
て
石
巻
専
修
大
学

避
難
所
の
部
屋
を
訪
ね
て
回

っ
た
。
被
災
者
に
手
渡
す
と

笑
顔
が
広
が
っ
た
。

福
地
さ
ん
は
「
今
回
の
震

災
で
な
に
か
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
『
花
を
届

け
て
』
と
い
う
伝
言
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。
避
難
所
で

は
拍
手
で
迎

え
ら
れ
ま
し

た
。
避
難
し

て
い
る
人
々

が
少
し
で
も

元
気
に
な
っ

て
く
れ
た
ら

幸
い
で
す
」

と
語
っ
た
。

専修３大学を対象とした「東日本大
震災専修大学被災学生を支援する会」
（代表・小宮多喜次氏・昭４０法）を開
き、講演会とチャリティーオークショ
ンを行います。
【第１部】▽講演会＝１７時開会▽神田キ
ャンパス１号館８Ａ会議室▽講演者：
佐藤康雄氏（前東京消防庁警防部長）
▽演題：「東日本大震災に見る危機管
理対応」～福島第１原発３号炉 燃料
棒冷却作業の顛末～
【第２部】▽チャリティーオークショ
ン、▽懇親会＝１８時～１号館１４階
▶会費：５０００円（半額程度を支援金に
充てます）。
▶売り上げはすべて支援金とします
（商品を提供できる方は事務局までご
連絡ください）。
▶校友各位の参加をお待ちしていま
す。申し込みは５月２８日まで。事務局
にご連絡ください。
＜申し込み・事務局＞
坂口文哉氏 ☎０９０（１４３７）９７８０

「
一
葉
式
い
け
花
」（
東
京

都
中
野
区
）
家
元
嗣
と
し
て

国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
粕

谷
尚
弘
さ
ん
（
平
１５
経
営
）。

５
月
６
日
、
東
京
・
銀
座
で

被
災
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
生

け
花
ラ
イ
ブ
に
参
加
。
４
０

０
人
の
来
場
者
に
見
事
な
生

け
花
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
披
露
し
た
。

「
一
葉
式
い
け
花
」
は
、

今
年
創
立
７５
周
年
。
今
春
、

記
念
展
を
企
画
し
て
い
た

が
、
震
災
の
影
響
で
延
期
と

な
っ
た
。
確
保
し
て
い
た
会

場
で
流
派
を
超
え
た
有
志
の

作
家
８
人
が
参
加
し
て
の

「
東
日
本
大
震
災
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

は
な
、

こ
の
い
の
ち
を
…
」
（
日
本

女
性
新
聞
社
主
催
）
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

粕
谷
さ
ん
は
、
ち
が
や
で

ち

作
っ
た
大
き
な
「
茅
の
輪
」

に
、
グ
ロ
リ
オ
サ
を
あ
し
ら

っ
た
。
最
後
に
来
場
者
が
輪

を
く
ぐ
り
、
置
か
れ
た
竹
に

〝
明
か
り
〟
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
菜
の
花
（
か
ら
し
菜
）
を

挿
し
て
完
成
さ
せ
た
。

「
被
災
地
の
１
日
も
早
い

け
が

は
ら

回
復
を
祈
り
、
穢
れ
を
祓
う

『
茅
の
輪
』
を
く
ぐ
り
、
光

あ
ふ
れ
る
明
る
い
未
来
を
願

う
花
を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
生
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
す
。

同
展
の
収
益
の
一
部
は
義

援
金
と
し
て
被
災
地
に
贈
ら

れ
る
。

（
１
面
に
写
真
）

４
月
に
行
わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で
当
選
し
た
専
修
大
学
出

身
者
は
９０
人
（
校
友
会
調
べ
。
５
月
９
日
現
在
）
。
当
選
者
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
道
・
県
議
会
議
員
】

北
海
道

滝
口
信
喜

昭
４４
法

〃

道
見
重
信

昭
４５
商

〃

北
原
秀
一
郎

昭
４９
商

〃

堀
井

学

平
６
商

青

森

藤
川
友
信

昭
４６
商

千

葉

岡
村
泰
明

昭
４２
経
済

〃

河
上

茂

昭
４６
法

〃

大
野

眞

昭
５８
法

〃

鈴
木

衛

中
退

〃

鈴
木
昌
俊

中
退

山

梨

武
川

勉

昭
４５
商

〃

樋
口
雄
一

昭
５８
経
営

静

岡

竹
内
良
訓

昭
５９
経
営

三

重

津
田
健
児

平
５
商

滋

賀

川
島
隆
二

平
８
法

島

根

森
山
健
一

昭
５３
経
営

岡

山

古
山
泰
生

昭
５８
法

広

島

松
岡
宏
道

昭
５３
法

山

口

塩
滿
久
雄

昭
４４
経
済

香

川

佐
伯
明
浩

昭
５８
商

福

岡

助
信
良
平

昭
５２
経
営

佐

賀

篠
塚
周
城

昭
４７
商

〃

木
原
奉
文

昭
５１
経
営

熊

本

内
野
幸
喜

平
９
経
済

大

分

佐
々
木
敏
夫

昭
４０
経
済

〃

衛
藤
明
和

昭
４５
商

〃

古
手
川
正
治

昭
５３
商

【
市
・
区
長
】

◇
桐
生
市
長

亀
山
豊
文

昭
４８
法

◇
台
東
区
長

吉
住

弘

昭
３９
経
済

【
市
議
会
議
員
】

登

別

山
田
新
一

昭
４３
法

旭

川

塩
尻
伸
司

昭
４４
商

釧

路

月
田
光
明

昭
５５
商

美

唄

金
子
義
彦

昭
５３
北
短

農
機

八

戸

坂
本
美
洋

昭
４８
法

大

館

武
田

晋

昭
５１
法

山

形

折
原
政
信

中
退

日

立

井
上

清

昭
４３
経
済

高

崎

田
角
悦
恭

昭
４９
商

川

口

篠
田
文
男

昭
４１
商

〃

木
岡

崇

平
１０
法

ふ
じ
み
野

大
築

守
昭
４９
法

狭

山

小
谷
野
剛

平
７
法

成

田

石
渡
孝
春

昭
４６
経
済

千

葉

奥
井
憲
興

昭
４７
法

市

川

加
藤
武
央

昭
５２
経
済

銚

子

根
本

茂

昭
５２
経
営

浦

安

西
川
嘉
純

平
１１
経
営

青

梅

久
保
富
弘

昭
５６
商

福

生

青
海
俊
伯

昭
４８
商

三

鷹

伊
藤
俊
明

昭
５７
文

〃

岩
見
大
三

昭
６２
北
短
商

小
田
原

細
田
常
夫

昭
４２
推
薦

〃

木
村
正
彦

昭
４４
法

川

崎

矢
沢
博
孝

昭
４３
法

〃

添
田

勝

平
１２
商

平

塚

岩
田
耕
平

昭
５３
経
済

横
須
賀

浜
野
雅
浩

昭
５９
経
営

甲

府

野
中
一
二

昭
５１
経
営

加

茂

滝
沢
茂
秋

平
４
経
済

土

岐

塚
本
俊
一

昭
５０
経
済

三

島

大
房
正
治

昭
４５
商

京

都

村
山
祥
栄

平
１２
法

岡

山

田
尻
祐
二

昭
５４
法

高

松

大
橋
光
政

昭
４１
経
済

〃

三
笠
輝
彦

昭
４２
法

東
か
が
わ

井
上
弘
志

昭
４５
法

宿

毛

浜
田
陸
紀

昭
４０
経
済

水

俣

野
中
重
男

昭
５２
経
済

日

南

井
上

進

昭
４２
商

【
町
議
会
議
員
】

上
士
幌

中
島
卓
蔵

昭
４０
経
商

様

似

小
野
哲
弘

昭
４２
法

雄

武

石
山
泰
一

昭
４２
商

新

得

吉
川
幸
一

昭
４３
経
営

音

更

後
藤
良
勝

昭
４４
商

浜
頓
別

中
村
忠
勝

昭
４５
経
営

西
和
賀

淀
川

豊

平
１
経
済

大

島

小
坂

満

昭
４８
経
営

黒

潮

小
松
孝
年

昭
５９
経
営

【
長
野
県
村
議
会
議
員
】

原

矢
島
昌
彦

昭
４５
経
営

【
東
京
区
議
会
議
員
】

大

田

安
藤

充

昭
４４
経
済

〃

高
瀬
三
徳

昭
６２
商

〃

森

愛

平
１２
経
済

台

東

田
中
伸
宏

昭
４４
経
済

〃

石
塚

猛

昭
４４
法

荒

川

小
坂
眞
三

昭
５２
経
済

千
代
田

小
林
孝
也

昭
５３
経
済

文

京

岡
崎
義
顕

昭
５７
経
済

渋

谷

長
谷
部
健

平
８
商

〃

芦
沢
一
明

中
退

新

宿

浅
見
民
栄

中
退

開 催 日：７月１８日（月・祝）７：３０スタート 場所：富山県射水市 太閤山カントリークラブ

参加資格：校友（年会費納入者）、本学教職員、育友 募集人数：１００人（２５組）

参 加 費：申込金５，０００円（懇親会費、景品代） プレー費：１４，６００円（当日支払い）

申込方法：申込金をお振り込みの上、申込書を下記あてに郵送または FAX。

現金書留の場合、申込書と一緒に下記あてに送付。

申込期限：６月１７日（金）必着

□申□問 ：校友会事務局 ☎０３（３２６５）７５７９ FAX０３（３２６５）７０８９

今
年
度
、
二
部
商
学
部
に

入
学
し
た
元
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン

グ
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
フ
ラ
イ
級
王

者
の
坂
田
健
史
さ
ん
が
東
京

都
稲
城
市
の
市
議
選
で
初
当

選
し
、
勉
学
と
市
議
の
両
立

に
挑
む
。

２
０
１
１
年
度
校
友
会
代

議
員
会
は
６
月
１１
日
（
土
）

１５
時
か
ら
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

３
号
館
で
開
催
さ
れ
る
。

タ
イ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
っ
た

ア
ジ
ア
新
興
国
に
進
出
し
て

い
る
日
系
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
月
の
半
分
は
海
外
出

張
。
自
ら
の
目
と
耳
と
足
で

稼
い
だ
情
報
「
女
流
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

ア
ジ
ア
を
歩

く
」
の
記
事
は
「I

T
M
e
d
i

a
e
x
e
c
u
t
i
v
e

」
サ
イ
ト

（h
t
t
p
:
/
/
m
a
g
.
e
x
e
c

u
t
i
v
e
.
i
t
m
e
d
i
a
.
c
o
.
j

p
/

）
の
ト
ッ
プ
に
掲
載
さ

れ
、
「
新
興
国
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
に
最
近
注
目
し

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

在
学
中
は
ジ
ャ
ズ
サ
ー
ク

ル
「
Ｍ
Ｊ
Ａ
ブ
ル
ー
コ
ー
ラ

ル
」
の
活
動
に

没
頭
。
現
在
は

プ
ロ
と
し
て
活

躍
す
る
ド
ラ
ム

の
吉
岡
大
輔
さ

ん
（
平
１１

経

済
）
な
ど
素
晴

ら
し
い
メ
ン
バ

ー
に
囲
ま
れ
、

ピ
ア
ノ
の
腕
を

発
揮
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
関
連
の
会
社

で
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
を
５
年

経

験
。
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
大
手
・
ア
ク
セ

ン
チ
ュ
ア
を
経
て
、
デ
ロ
イ

ト

ト
ー
マ
ツ

コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
に
勤
務
。
企
業
へ
の

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
お
よ
び
中
国
へ
の

オ
フ
シ
ョ
ア
化
、
中
長
期
戦

略
、
事
業
性
評
価
な
ど
の
提

言
を
経
験
。
現
在
は
、
ア
ジ

ア
新
興
国
進
出
／
撤
退
支
援

に
注
力
し
て
い
る
。
「
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
通
し

て
、
日
本
市
場
の
飽
和
化
、

日
系
企
業
の
抱
え
る
課
題
、

日
系
企
業
の
新
興
国
進
出
失

敗
な
ど
の
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
、
日
系
企
業
・
日
本

の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
成
長
期
中

の
新
興
国
市
場
を
リ
ア
ル
に

知
る
た
め
に
、
本
業
と
兼
務

で
新
興
国
訪
問
活
動
に
も
自

己
投
資
で
励
ん
で
い
ま
す
。

本
業
や
活
動
を
通
し
て
、
一

緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
、

と
思
っ
て
い
ま
す
」。

各
国
の
政
策
、宗
教
、カ
ル

チ
ャ
ー
を
理
解
し
た
う
え
で

ふ

か
ん

全
体
を
俯
瞰
し
、
多
面
的
な

視
点
か
ら
物
事
を
捉
え
る
独

自
の
視
点
が
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。「
日
系
企
業
の
サ
ポ

ー
ト
は
、日
本
の
発
展
、社
会

貢
献
に
つ
な
が
る
と
い
う
意

識
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
人
は
ア
ジ
ア
の
中
の
立

ち
位
置
を
も
っ
と
正
確
に
把

握
し
、
意
識
を
改
善
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
」。

リ
サ
ー
チ
兼
通
訳
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
海
外
の
学
生
に
依

頼
す
る
機
会
も
多
い
。
「
彼

ら
の
志
の
高
さ
は
素
晴
ら
し

い
。
日
本
の
学
生
も
自
ら
実

績
を
作
っ
て
社
会
を
変
え
て

い
く
と
い
う
気
概
を
も
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
志
や
心
構

え
が
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
が
や

が
て
人
生
を
変
え
る
こ
と
に

つ
な
が
る
は
ず
で
す
」。

〈
船
橋
市
役
所
鳳
会
総
会
〉

▽
５
月
２６
日
（
木
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
徒
歩

７
分
「
東
魁
楼
」
本
館


斉
藤
正
宏
氏
☎
０
４
７

（
４
３
５
）
８
６
４
２

〈
下
関
支
部
総
会
〉

▽
５
月
２８
日
（
土
）
１９
時
開

会
。
▽
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
か
ら
車

で
７
分
「
春
帆
楼
」

川
尻

修
士
氏
☎
０
８
３
（
２
４

１
）
２
５
２
５

〈
西
湘
支
部
総
会
〉

▽
６
月
１１
日
（
土
）
１６
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
小
田
原
駅
徒
歩
１０

分
「
小
田
原
市
民
会
館
」


田
中
成
幸
氏
☎
０
９
０

（
３
４
３
３
）
８
３
２
３

〈
宇
部
・
山
陽
小
野
田
支
部

総
会
〉

▽
６
月
１１
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
厚
狭
駅

か
ら
車
で
１５
分「
村
上
旅
館
」


浜
本
尚
志
氏
☎
０
８
３
６

（
３１
）
１
２
９
８

尾
堂

真
一
氏
（
お
ど
う

・
し
ん
い
ち
∥
昭
５２
商
）
日

本
特
殊
陶
業
㈱
の
新
社
長
に

６
月
２９
日
付
で
就
任
予
定
。

本
社
∥
名
古
屋
市
。
自
動
車

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
関
連
事
業
、

ほ
か
。

近
藤
共
弘
さ
ん
（
本
名
‥

智
弘
∥
ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ
）
が

４
月
２１
～
２４
日
、
兵
庫
県
・

山
の
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
行

わ
れ
た
「
つ
る
や
オ
ー
プ

ン
」
で
、
大
会
史
上
最
多
ア

ン
ダ
ー
の
通
算
１９
ア
ン
ダ

ー
、
ト
ー
タ
ル
２
６
５
を
マ

ー
ク
し
、
３
年
ぶ
り
５
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

公
開
劇
場
に
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
高

崎
（
５
／
２８
～
）
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
以
下
は
公
開
日
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
▽
フ
ォ
ー
ラ

ム
仙
台
（
７
／
３０
～
）
▽
フ
ォ
ー

ラ
ム
盛
岡
（
８
／
１３
～
）
▽
フ
ォ

ー
ラ
ム
福
島
（
８
／
２０
～
）
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

―
「
失
わ
れ
た
２０
年
」

を
超
え
て
―

櫻
井
宏
二
郎
・
宮
本
光
晴
・

西
岡
幸
一
・
田
中
隆
之

共
著

本
書
は
、
２
０
０
９
年
秋
に

行
わ
れ
た
専
修
大
学
大
学
院
公

開
講
座
の
講
演
を
ベ
ー
ス
に
、

そ
の
後
の
情
勢
を
ふ
ま
え
て
４

人
の
気
鋭
の
講
師
陣
（
い
ず
れ

も
経
済
学
部
教
授
）
が
執
筆
し

た
日
本
経
済
に
関
す
る
啓
蒙
書

で
あ
る
。
「
失
わ
れ
た
２０
年
」

や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
経
緯

と
こ
れ
か
ら
「
未
踏
域
」
に
入

ろ
う
と
す
る
日
本
経
済
の
展
望

と
課
題
を
、
「
マ
ク
ロ
経
済
構

造
」、「
雇
用
と
企
業
統
治
」、「
産

業
の
国
際
競
争
力
」、
「
金
融
の

監
督
・
規
制
」
の
４
つ
の
視
点

か
ら
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

議
論
を
喚
起
す
る
よ
う
な
斬

新
な
分
析
も
一
部
に
含
ま
れ
る

が
、
全
般
的
に
表
現
は
平
易

で
、
専
門
用
語
も
や
さ
し
く
解

説
さ
れ
て
あ
る
の
で
、
経
済
学

部
生
や
若
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は

も
と
よ
り
一
般
読
者
に
も
広
く

薦
め
ら
れ
る
一
冊
で
あ
る
。（
創

成
社
・
本
体
１
６
０
０
円
＋
税
）

共
著
者

さ
く
ら
い
・
こ
う

じ
ろ
う
‥
主
な
担
当
・
日
本
経

済
論
／
み
や
も
と
・
み
つ
は
る

‥
同
・
企
業
経
済
学
／
に
し
お

か
・
こ
う
い
ち
‥
同
・
産
業
技

術
論
／
た
な
か
・
た
か
ゆ
き
‥

同
・
財
政
金
融
政
策

◀

う
れ
し
い
花
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
笑
顔

東
日
本
大
震
災

校
友
新
社
長
紹
介

支支
援援
活活
動動
活活
発発
にに

校
友
の
み
な
さ
ん

現
役
専
大
生
の
元
ボ
ク
シ
ン
グ
王
者

近
藤
共
弘
さ
ん
が

３
年
ぶ
り
に
優
勝

心
の
ケ
ア
石
巻
に
花
束
３
０
０
本
届
け
る

坂
田
健
史
さ
ん

稲
城
市
議
に

福
地
康
洋
さ
ん
（
平
１３
文
）

つ
る
や
オ
ー
プ
ン

統
一
地
方
選
挙
結
果

統
一
地
方
選
挙
結
果

代
議
員
会
は
６
月
１１
日（
土
）

創
立
１
３
０
周
年
記
念
映
画

「
学
校
を
つ
く
ろ
う
」

公
開
情
報

▶

花
束
を
作
る
福
地
さ
ん
（
右
端
）
ら
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生
け
花
ラ
イ
ブ
で
明
る
い
未
来
を
願
う

－多面的な視点で日系企業をサポート－

粕
谷
尚
弘
さ
ん
（
平
１５
経
営
）

デ
ロ
イ
ト

ト
ー
マ
ツ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ（
株
）

新
興
国
担
当
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

つ
じ

よ
し

こ

辻

佳
子
さ
ん

専専修修大大学学被被災災学学生生をを支支援援すするる会会

（
旧
姓
・
内
田
∥
平
１１
商
）

６月４日（土）
神田キャンパスで
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